













































































































































































赴任して 4 年目のころ（先生が赴任して 2 年目で、この本を出版された直後あたり）、精神的
に不安定になり、やや鬱状態が生じて、そのような症状に現在あるというような話を、なん
かの拍子で先生に話したことがある（経緯は定かでない）。その時、先生自身もそのような
状況になったということを話され、しばらくそのような談義をしたあと、出たばかりの本で
すがといって、上述のタイトルの本をいただいた。
5
　以上のように先生の研究を追いかけてみると、究極のところ、ありのままの人間が紡ぎ出
す人間関係の有り様やそのような社会を自己のこれまでの思想と対置しながら理想としてあ
るべき姿がどこにあるかを追い求め続けてこられたように思う。そのように先生の研究の底
流を読み解くならば、ナイーブで、人との争いが嫌いで、本来的に優しい性格の持ち主であ
るように見受けられることもあながち実相ではないかと思うのである。
　実際、赴任されたとき、全共闘の闘士としての風貌はみられず、とてもそのようには思え
なかったし、その後もそのような感じを持ったことをこの文の始めに書いた。その点で全共
闘時代の左翼的な殺伐とした人間関係、いくら正しくとも目的のためならば手段を選ばずと
いった考え方は人間的思想的にも合わなかったであろうことがうなずける。それは私のよう
な周辺でいた人間と違って、運動を引っ張って中核にかかわっていた経験と責務観のような
ものがその後を苦しめ、今日に至ったということであろう。そういう過程を経てたどり着い
た帰着点がこうした研究を通して読み取れるところに先生の学問に対する誠実さが垣間見ら
れるのである（余談ではあるが、これは自己の研究にとって誰もが向かい合うものではない
かとも思っている。とりわけ恩師がそのような思いで研究を続けてきたという状況を垣間見
ればみるほど、その成果を継承する弟子にとってはやはりそういった向き合い方が必然的に
出てくる様に思われる。いわゆる研究と生き方（生き様）の関係である）。
　先生は、誰にでも優しく、いつでもどこでも絶えずそのような状況で人に接しているよう
に思える。先生は「いやそんなことはないよ。機嫌が悪かったり、時には人にあたったりす
る『ふつう』の人間ですよ。」といわれるかもしれない。しかし、少なくとも私の面前では
そのような状況に遭遇したことがない。いつでもどこでも「にこにこ」されていて、ナイー
ブな紳士の状態を常に保たれている。それが、時として正否をはっきりしない、党派性がな
いなどとややもすれば批判を向けられることも見聞きする。しかし、先生のそのようなスタ
ンスはこのような自己の葛藤によりたどりついたものという自負から、そのような意見をも
のともしないということが、遅まきながら、何となく理解できるようになった。
　だが、そのようなスタンスは時としてストレスがたまらないのであろうか、あるいはた
まったときどのような息抜きをしているのであろうかと思ったりする。そのときハタと思っ
たのが、大きなナナハンのバイクを颯爽として乗り、あちらこちらにツーリングをされてい
る姿である。それで、勝手ながら、ひょっとしてストレス解消はこれかもしれないと密かに
思っている。
　最後に、先生は本学に長い間つとめられて、教育研究だけでなく、学生部長を皮切りに、
第二部商学科長、第一部商学部長、図書館長、大学院研究科長、そして学内理事、現在は常
務理事と、教学と理事会の両方に渡る行政職もされてきたことを付け加えて、終わりにした
い。
　退職記念号の一文ということであったが、長々と書きすぎた嫌いがあり、また内容も当を
得てものになっているかどうかは自信もないし、場合によっては大きく外れているかもしれ
ない。また嵯峨先生「観」を浮き彫りにするために、若干、筆が滑りすぎて失礼な点があっ
たかもしれない。それはひとえに私の目を通した嵯峨先生「観」としてご容赦願うしかなく、
そのような感じを受けとられたならばこの場を借りてお詫びを申し上げたい。今後もお元気
でお過ごされるよう祈念して一文を終えることにしたい。
